
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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路傍の花　ソバ（蕎麦）
長谷地区内個人圃場

　心光保育園では，町酪農部会青年部の協力をいた
だき，ホルスタイン牛の搾乳体験を行いました。園
児たちは，大きな母牛にびっくりしていましたが，
いつも飲んでいるおいしい牛乳の搾り方を学習しま
した。

『 牛乳大好き！搾乳体験 』
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平
成
28
年
度

  
湧
水
町
秋
ま
つ
り

　

平
成
28
年
度
湧
水
町
秋
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
11
月
12
・

13
日
に
吉
松
体
育
館
で
開
催
し
た
舞
台
芸
能
・
文
化
祭
で
は
、
小
・

中
学
校
や
公
民
館
学
級
な
ど
に
よ
る
各
団
体
の
作
品
展
示
や
文

化
協
会
主
催
に
よ
る
舞
台
芸
能
祭
が
行
わ
れ
、
舞
台
発
表
や
郷

土
芸
能
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
に
は
功
積
者
等
を
表
彰
す
る
町
表
彰
式
、
こ
の

一
年
で
農
林
業
の
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
方
々
等
を
表
彰
す
る

農
林
業
生
産
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
を
祝
う
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
功
積
表
彰
】

藤
谷
　
康
紀
氏

心
光
保
育
園
理
事
長
等
と
し
て
、
26
年
余
り
、
ま
た
栗
野
町
・

湧
水
町
保
護
司
と
し
て
23
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

宗
方
　
源
一
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
商
工
会
理
事
と
し
て
、
19
年
余
り
の
永
き

に
わ
た
り
産
業
経
済
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
村
　
幸
男
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
保
護
司
と
し
て
、
17
年
余
り
の
永
き
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

仮
屋
　
隆
一
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
消
防
団
員
と
し
て
、
37
年
余
り
の
永
き
に
わ

た
り
在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
消
防
副
団
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
、

住
民
の
生
命
・
財
産
の
保
護
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
表
彰
伝
達
】

正
六
位　
　

 （
故
）
吉
村
　
良
美
氏

吉
松
町
議
会
議
員
と
し
て
、
８
期
32
年
の
永
き
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
、
そ
の
間
、
議
会
議
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
、
地
方

自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章
（
故
）
松
下
　
辰
己
氏

吉
松
町
議
会
議
員
と
し
て
、
３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
、
そ
の
間
、
議
会
総
務
常
任
委
員
会
委
員
等
の
要
職

を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
　（
故
）
西
原
　
成
　
氏

栗
野
町
収
入
役
と
し
て
、
２
期
８
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職

さ
れ
、
町
財
政
の
健
全
な
運
営
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
方

自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
　
山
下
　
繁
三
郎
氏

鹿
児
島
刑
務
所
篤
志
面
接
委
員
と
し
て
、
29
年
余
り
の
永
き

に
わ
た
り
、
被
収
容
者
の
指
導
、
教
育
、
社
会
復
帰
、
改
善

更
生
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章　

黒
木
　
昭
正
氏

吉
松
町
議
会
議
員
と
し
て
、
４
期
16
年
の
永
き
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
、
そ
の
間
、
議
会
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
等
の
要

職
を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章　

荒
田
　
耕
氏

県
教
職
員
と
し
て
39
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
そ

の
間
、
県
内
公
立
小
中
学
校
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
、
学
校

教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章　

福
重
　
壯
育
氏

栗
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、
４
期
16
年
の
永
き
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
、
そ
の
間
、
議
会
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
等

の
要
職
を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
　
中
薗
　
政
信
氏

吉
松
町
議
会
議
員
と
し
て
、
６
期
24
年
の
永
き
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
、
そ
の
間
、
議
会
副
議
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
、
地

方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章
　
田
中
　
實
男
氏

栗
野
町
・
湧
水
町
代
表
監
査
委
員
と
し
て
、
12
年
余
り
の
永

き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
町
の
行
財
政
事
務
を
指
導
さ
れ
る

な
ど
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
　
早
水
　
孝
見
氏

消
防
吏
員
と
し
て
、
41
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
危
険
性
の

高
い
職
務
に
従
事
さ
れ
、
そ
の
間
、
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消

防
司
令
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
、
地
方
消
防
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
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秋
ま
つ
り

舞台芸能祭
　　　・文化祭

農林商工祭

日本舞踊

円乗寺保育園　合奏

お楽しみ抽選会

湧水町産黒毛和牛試食

パフォーマンスショー マスのつかみ取り

農林商工祭　会場

栗野幼稚園　和太鼓

栗野レクレーションダンス 青春歌声喫茶

吉松小学校　金管バンド演奏

特別公演　国分高等学校　吹奏楽部

チェンソーアート実演コーナー
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わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
湧
水
町
に
は
、

五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
、
家
内
安
全
、
報
恩

感
謝
な
ど
、
先
人
の
暮
ら
し
に
お
い
て
、
祈

り
や
願
い
ま
た
は
祝
い
・
喜
び
・
感
謝
の
精

神
か
ら
生
ま
れ
た
郷
土
芸
能
が
多
く
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
継
承
活
動

は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
み
、

ま
た
地
域
に
連
帯
意
識
を
生
む
な
ど
、
心
豊

か
な
人
づ
く
り
・
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
近
年
で
は
若
者
の
町
外
へ

の
流
出
に
加
え
、
踊
り
手
の
高
齢
化
な
ど
の

課
題
を
抱
え
、
後
継
者
不
足
に
悩
む
保
存
会

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
継
承
活
動
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
郷
土
芸
能
で
す
が
、
11
月
13
日
の
秋
ま
つ

り
文
化
祭
・
23
日
の
農
林
商
工
祭
に
は
、
五

つ
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の

保
存
会
も
先
輩
方
の
指
導
の
も
と
に
、
練
習

を
積
み
重
ね
て
き
た
そ
の
成
果
が
十
分
発
揮

さ
れ
、
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
が
伝
わ
る
実
り
の

多
い
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

鐘
と
太
鼓
の
激
し
い
響
き
に
郷
愁
感
漂
う

「
川 
添 
太 

鼓 

踊 

り
」

　

今
年
の
７
月
か
ら
町
内
の
小
中
学
校
で
外

国
語
指
導
助
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
ト
マ

ス
さ
ん
も
太
鼓
踊
り
に
参
加
。「
太
鼓
踊
り

は
難
し
く
、
体
に
締
め
付
け
ら
れ
た
太
鼓
で

き
つ
か
っ
た
が
、
湧
水
町
の
す
ば
ら
し
い
伝

統
芸
能
を
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
。」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

勢
い
の
あ
る
棒
さ
ば
き
に
勇
壮
さ
を
感
じ
る

「
鶴
　
丸
　
棒
　
踊
　
り
」

　

棒
踊
り
に
は
、
５
人
の
子
ど
も
が
参
加
。

こ
の
う
ち
宮
内
心こ
こ
は羽
さ
ん
は
吉
松
小
に
通
う

４
年
生
の
女
の
子
。
保
存
会
の
み
な
さ
ん
か

ら
「
真
剣
な
表
情
で
、
勇
壮
に
立
派
に
舞
っ

て
く
れ
た
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

自
治
会
総
出
で
踊
り
継
ぐ
華
や
か
な

「 

中 
郡 
後 

馬 

踊 

り 

」

　

高
校
生
も
含
め
自
治
会
総
出
で
14
年
ぶ
り

に
披
露
さ
れ
た
馬
踊
り
。
自
治
会
長
の
牧
野

田
英
治
さ
ん
を
支
え
た
夫
人
の
佐
子
さ
ん

は
「
忙
し
い
日
常
生
活
で
隣
近
所
な
か
な
か

会
わ
な
い
こ
と
が
多
い
中
に
、
自
治
会
み
ん

な
が
団
結
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
楽
し

か
っ
た
。」
と
う
れ
し
い
気
持
ち
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

後
世
に
し
っ
か
り
伝
え
残
し
た
い

　
  

湧
水
の
伝
統
芸
能
・
伝
統
文
化

　

～
ふ
る
さ
と
香
る
秋
の
イ
ベ
ン
ト
・
年
中
行
事
か
ら
～
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お
百
姓
の
暮
ら
し
を
見
事
に
再
現
し
た

米
永
地
区
「
百
姓
の
舞
」

　

田
お
こ
し
か
ら
収
穫
ま
で
の
農
作
業
や
収

穫
の
喜
び
・
感
謝
の
心
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表

現
し
た
総
勢
35
名
の
舞
台
。
向
井
君
代
さ
ん

は
「
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
芝
居
を
作
り

上
げ
て
い
く
喜
び
を
み
ん
な
が
感
じ
て
く
れ

た
。」
と
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

上
場
の
未
来
を
担
う

　
子
ど
も
た
ち
に
受
け
継
が
れ
た

「 

別 

府 

棒 

踊 

り 

」

　
「
い
や
へ
。
い
や
へ
。
い
や
へ
。」
と
大
き

な
声
を
出
し
な
が
ら
、
友
だ
ち
に
棒
が
当
た

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
練
習
に
励
ん
で

き
た
上
場
小
３
年
生
の
藤
山
博
人
く
ん
。「
本

番
で
は
、
気
持
ち
よ
く
楽
し
く
踊
る
こ
と
が

で
き
た
。」
と
喜
び
の
声
を
聞
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

え
び
の
市
産
業
文
化
祭
に

　
特
別
出
演
「
東
中
下
場
地
区

　
　
上
馬
場
オ
バ
ッ
チ
ョ
踊
り
」

　　

11
月
20
日
開
催
さ
れ
た
「
田
の
神
さ
ぁ
の

里
え
び
の
市
産
業
文
化
祭
」
で
は
、
島
津
義

弘
公
ゆ
か
り
の
伝
統
芸
能
を
招
い
た
郷
土
芸

能
の
発
表
が
あ
り
、
本
町
か
ら
は
「
東
中
下

場
地
区
上
馬
場
オ
バ
ッ
チ
ョ
踊
り
保
存
会
」

が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
踊
り
は
、
誇
れ
る
湧
水
町
の
郷
土
芸
能
と

し
て
堂
々
た
る
披
露
で
、
独
特
の
衣
装
で
墨

化
粧
し
た
顔
に
、
竹
め
が
ね
を
か
け
た
踊
り

子
が
突
然
会
場
に
寝
転
ぶ
と
、
そ
の
滑
稽
さ

に
会
場
か
ら
笑
い
が
起
き
、
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

箱
崎
八
幡
神
社
で
神
舞

　
　
　
厳
か
に
舞
わ
れ
た
「
剣
の
舞
」

　
上
川
西
地
区
に
あ
る
箱
崎
八
幡
神
社
で
は

11
月
19
日
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
年
中
行
事
の

「
大
う
ぉ
ー

王ど
ん

祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
木
面
二

体
を
持
ち
、「
ウ
ォ
ー
」
と
叫
び
な
が
ら
町

内
を
練
り
歩
き
、
悪
霊
退
散
を
願
う
こ
の
祭

り
は
、
現
在
で
は
神
官
と
少
数
の
氏
子
総
代

に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
し
め
や
か
な
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
日
は
祭
り
に
先
立
ち
、
継
承
が
途
絶

え
て
い
た
神
舞
の
ひ
と
つ
「
剣つ
る
ぎ
の
舞
」
が
宮

司
の
南
英
明
氏
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
同
神
社
の
神
舞
披
露
は
数
十
年
ぶ
り

で
、
今
後
は
「
住
吉
舞
」
な
ど
の
復
活
に
も

取
り
組
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
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　　  栗野岳レクリエーション村周辺　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年１１月５日（土）・６日（日）
フ ェ ス タ

　

11
月
５
日
・
６
日
、
栗
野
岳
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
周
辺
で
湧
水

町
高
原
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
も
、
彫
刻
造
形
展

と
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会

を
同
時
に
開
催
し
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

栗
野
岳
枕
木
階
段
近
く
の
特
設

会
場
で
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

全
国
大
会
２
０
１
６
が
全
国
各
地

か
ら
総
勢
32
名
の
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
熊

本
・
大
分
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
と
し
て
８
名

の
選
手
が
被
災
地
に
思
い
を
込
め

て
制
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
収
益
金

12
万
1
千
円
を
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
に
送
金
し
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会
は
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
６
名
、
オ
ー
プ
ン

ク
ラ
ス
27
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

前
半
と
後
半
で
計
６
時
間
か
け
て

ひ
と
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

アートな風と木の香り，秋の風と高原の香り
チェンソーアート全国大会2016

トップクラス
賞　名 氏　名 出身県名
優　勝 木霊　光 北海道
準優勝 蘭　二朗 神奈川県
第３位 林　隆雄 山口県

オープンクラス
優　勝 嶋田　克海 長崎県
準優勝 加賀江　力 長崎県
第３位 安藤　政文 宮崎県

シニアの部
優　勝 瀬戸口　准一 鹿児島県
準優勝 西　学 鹿児島県
第３位 福永　繁 鹿児島県

特　別　賞
湧水町長賞 白石　寛 宮崎県

北姶良森林組合長賞 森本　盛生　 宮崎県
湧水町区長会長賞 仮屋　良二 鹿児島県

湧水町文化協会長賞 徳重　直明 福岡県
黒蕨賞 山下　利治 鹿児島県

（敬称略）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

一
番
人
気
の
「
く
ま
も
ん
」

前田　貴紀木霊　光栗田　宏弘林　隆雄蘭　二朗内藤　済
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　　  栗野岳レクリエーション村周辺　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年１１月５日（土）・６日（日）
湧 水 町 高 原

　

当
日
制
作
さ
れ
た
作
品
は
、
吉

松
体
育
館
や
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

く
り
の
郷
、
栗
野
中
央
公
民
館
な

ど
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

彫
刻
造
形
展
で
は
、
迫
力
あ
る

作
品
や
芸
術
性
の
高
い
作
品
な
ど

27
の
造
形
作
品
が
出
展
さ
れ
、
訪

れ
た
方
は
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

彫 刻 造 形 展

　
作
品
の
一
部
は
、
今
後
様
々
な
施
設
に

展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

部門 順位・賞名 作品名 団体名

審
査
の
部

総
合
部
門

湧水大賞 飛ぶが如く 酉どん（といどん） 北方地区
湧水町長賞 ワオキツネザル 西下場地区

霧島アートの森賞 ワシにまかせろ！ ㈲老谷家具店
アイディア賞 トロンボーン チーム川添
ユーモア賞 長谷エジプトピラミッド 長谷造形クラブ

努力賞 ハリネズミ 渓流摩（けいるま）

投
票
の
部

一
般
の
部

１　位 ワシにまかせろ！ ㈲老谷家具店
２　位 トロンボーン チーム川添
３　位 長谷エジプトピラミッド 長谷造形クラブ

地
区
・
自
治
会
の
部

１　位 飛ぶが如く 酉どん（といどん） 北方地区
２　位 ワオキツネザル 西下場地区
３　位 長谷スカイツリー 長谷地区

小
・
中
・
親
子
の
部

１　位 シン・ゴジラに負けるな。シン・モスラ　湧水町に参上！ 轟小学校
２　位 流木からの贈り物～上場の元気で、ゆかいな仲間たち～ 上場地区
３　位 幸田の風にそよぐ花々 幸田小学校 PTA

【彫刻造形展　成績表】
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湧
水
町
に
は
丸
池
や
竹
中
池
が
あ
り
町
民
の
心
の
糧
に
な
っ
て
い
る
。

天
変
地
異
が
起
き
て
い
る
現
在
、
人
間
が
そ
の
変
化
に
対
応
で
き
て

い
な
い
。
水
の
神
様
で
あ
る
、
竜
神
の
声
な
き
声
を
聞
け
る
、
心
を

育
も
う
と
の
思
い
で
制
作
し
ま
し
た
。

黒
蕨　

壮　

平櫛田中賞受賞作家　黒蕨壮先生
霧島山麓チェンソーアートクラブ共同制作作品

「竜神の声を聞け」

　湧水町高原フェスタに合わせて，湧水町ふるさと観光大使である黒蕨壮さんと霧島山麓チェンソーアートク
ラブ（田中茂会長他２１名）のメンバーが４日間かけて制作されました。
　竜神が丸池に浮かぶ姿に多くの拍手喝采が沸き起こりました。

クレーン＆垂直ゲート付２ｔトラックを購入しました！
　商工観光課では，チェンソーアート用の木材や作品の運搬を主な目的として，チェンソーアート推
進事業の一環で，国の交付金（地方創生加速化交付金）を活用してクレーンと垂直ゲート付 2ｔトラッ
クを購入しました。
　町内はもとより，町外でのチェンソーアート実演会などに活用しながら「人と自然が織りなす芸術
のまち」の実現とチェンソーアートの普及，さらには，本町のＰＲに活用してまいります。

黒蕨壮氏と霧島山麓チェンソーアートクラブ会員との共同制作「竜神の声を聞け」制作時の様子
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地域包括支援センターだより

ゆうすい元気体操で“健幸”
　地域包括支援センターは，町民自ら健康づくりに取り組む町づくりを目指し，
『ゆうすい元気体操』（湧水町オリジナル体操）を制作しました！！

　 高齢期を
幸齢期に

★ あなたの地域でも「ゆうすい元気体操」を しませんか？

★吉松中央　★加治屋　★停車場　
★四ツ枝前　★原口　　★中野　
★栗野中央　★上場　　★老竹
★北方　　　★東中下場・西下場

普及推進中 !!

現在 ２１か所で実施★

（11月 25 日現在）

幸田地区 福祉大会

保健福祉推進員 

米永地区 運動会

栗野支部 
農業者年金受給者会

中津川地区 
グラウンドゴルフ大会

ボランティアの集い

町民歌に合わせた体操☆
楽しい !!

脳が活性化された !!

民生委員・児童委員
協議会

心も体も 元気教室
（貯筋アップ コース）

肩・足が 軽くなった !!

子どもから高齢者まで
一緒にできる !!

社会福祉協議会
生きがいデイサービス
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あなたの元気度チェックリスト ～ 口腔編 ～
・半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか？
・お茶や汁物等でむせることがありますか？
・口の渇きが気になりますか？

１つ以上あてはまる場合，

お口の働きが悪い
可能性があります！

心も体も元気教室
で口腔指導を
行っています。

認知症
歯が少ない人ほど，脳が
萎縮しているという報告
もあります。

糖尿病
糖尿病が歯周病を悪化さ
せ，歯周病が糖尿病を悪
化させます。

心疾患
心臓の内側の膜
（心内膜）に歯周病
菌が感染して炎症が
起こり，心臓の働き
が低下します。
（感染性心内膜炎）

肺炎
飲み込む力が弱くなる
と，口の中の細菌が気管
や肺に入り込むことで肺
炎になる事があります。

お口の働きと

全身症状

　寝るときは，入れ歯
をはずして，水の中に
入れ，入れ歯洗浄剤を
使用しましょう。

１

✿お問い合わせ✿　湧水町地域包括支援センター（役場内）
＜栗野庁舎＞７４－３１１１　　＜吉松庁舎＞７５－２１１１

次回は，～ 認知症編 ～ です♪

　舌の動きがよくなり，言葉
をはっきり発音するのに役立
ちます。
　また，だ液が出やすくなる
ので，口の中が乾燥しにくく
なり，食べ物も残らないよう
になります。
　口をとじておこなう舌体操
は，くちびる，ほほ，あごの
動きも整えます。

　歯磨きは，歯と歯
茎の間をよく磨き，
歯と歯の間は歯間ブ
ラシやフロスを使用
しましょう。

２

　食べるときは，片方
だけで噛まずに両側で
噛むようにしましょ
う。

３
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水道課からのお知らせ
水道管にとって寒波は大敵です　破裂や凍結を防止しましょう
●特に凍結し易い水道管　　　　　　　　　　　　　　　●凍結防止方法

◆凍結で水が出ないときは◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆破裂 ･ 水漏れがしたときは◆

◆水道の漏水修理について◆

■ 問合せ先 ■
栗野庁舎　水道課

☎74－3111(内線2170)

　町本管(町が維持管理する配水管)分岐から家庭の蛇口までの給水装置(メー
ター器除く)は所有者の私有財産ですので，維持管理は所有者及び使用者の負担
で行うことになります。
　私有地内のメーター器より町本管側の漏水修理についても，所有者及び使用
者の負担となります。
　ただし，湧水町では民（私）有地境界より町本管までの公有地の漏水について
は，町の負担で修理を実施しています。

　気温の上昇によって自然に溶けるのを待つ。凍っ
た部分にタオルをかぶせ，その上から『ぬるま湯』
をゆっくりとかける。熱湯をかけると水道管や蛇
口が破損する場合があるので，絶対にしないでく
ださい。

日当たりの悪い所

風あたりの強い所

戸外でむき出しになっている所

・水栓柱及び蛇口等に保温材や布 ･ 毛布等を巻きつける　
・特に冷え込みが予測される時は，お休み前に浴槽などの
　蛇口を少し開けておく
・太陽熱温水器や湯沸し器等はあらかじめ水を抜いておく

　宅内の水道管等が老朽化により漏水や破裂した
時は，止水栓 ( 量水器ボックスの中にあることが
多い ) を閉めてから，給水装置工事業者に修理を
依頼してください。

◆水道管の寒波対策について◆

通
水
か
ら
１
０
０
年

北方新田用水路略図（室谷疏水）

　

平
成
27
年
７
月
に
新
阿
波
井
堰（
可
動
堰
）が
竣
工
し
ま
し
た
。

豪
雨
時
に
川
内
川
の
流
水
阻
害
と
な
っ
て
い
た
固
定
堰
の
旧
阿

波
井
堰
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
井
堰
に
は
、
発
電
用
と
農

業
灌
漑
用
の
取
水
口
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
１
０
０

年
前
、
北
方
の
地
に
広
大
な
新
田
整
備
を
指
揮
さ
れ
た
室
谷
専

一
氏
に
関
す
る
歴
史
を
こ
れ
か
ら
数
回
に
分
け
て
本
誌
で
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
元
湧
水
町
役
場
職
員
で
あ
る
大
山

勇
美
さ
ん
（
北
方
地
区
在
住
）
が
現
職
当
時
か
ら
資
料
の
整
理

を
さ
れ
、
本
年
９
月
に
県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
の
機

関
誌
「
情
報
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
55
号
」
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
を

掲
載
す
る
も
の
で
す
。（
記
事
タ
イ
ト
ル
は
、
偉
業
を
記
念
す
る

石
碑
か
ら
。）

室
谷
疏
水
の
概
要

　

室
谷
新
田
に
つ
い
て
、
栗
野
町
郷
土
誌
等

の
記
述
や
伝
承
等
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

藩
政
時
代
、
農
地
か
ら
の
貢
租
が
最
大
の
経

済
的
な
基
礎
で
、　

幕
府
・
諸
藩
と
も
陸
稲
か
ら

水
稲
へ
の
作
付
け
転
換
を
奨
励
し
て
い
た
。「
栗

野
町
郷
土
誌
」
に
よ
れ
ば
、
薩
摩
藩
も
万
治
年

間
（
１
６
５
８
～
１
６
６
０
年
）
か
ら
新
田
開
発

を
大
規
模
に
行
っ
て
い
る
。
霧
島
山
麓
で
も
多
く

の
農
民
た
ち
が
全
力
を
尽
く
し
て
谷
川
を
せ
き
止

め
、
耕
地
に
水
を
引
い
て
い
た
。
そ
れ
も
シ
ラ
ス

や
火
山
岩
の
山
に
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
り
、
谷
間
に

は
水
路
の
樋
を
架
け
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
農
民
の

悲
願
執
着
が
刻
ま
れ
た
。

　

本
新
田
を
流
れ
る
用
水
路
は
、
１
６
６
６
年
、

薩
摩
藩
に
よ
り
開
通
。
同
藩
の
開
田
、
用
水
路
工

事
と
し
て
は
、
吉
松
用
水
路
と
と
も
に
古
く
、
特

に
川
内
川
本
流
の
利
水
工
事
と
し
て
は
、
最
初
の

も
の
で
あ
る
。

　

次
回
は
、
疏
水
工
事
を
掲
載
し
ま
す
。

伝えたい土地改良施設　　大山勇美さん
　室谷新田は 1914 年 11 月
に竣工しているが，工法上
１年養生したと考察する。
　従って通水は，1916 年 6
月と推定できる。そうなる
と今年 2016 年は室谷新田
通水 100 年の節目の年とい
える。
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11
18

11
28

10
21

11
24 小規模を活かした

優れた教育活動

長寿を祝う
祝１００歳

学校環境の緑化
県知事から表彰

お正月の
　縁起物「千両」

　
「
セ
ン
リ
ョ
ウ
」
は
、
深
緑
に
生
え
る
赤
い

珠
玉
の
よ
う
な
実
が
飛
躍
す
る
新
年
を
連
想
さ

せ
、
名
称
も
め
で
た
い
こ
と
か
ら
正
月
の
縁
起

物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
川
西
地
区
に
お
住

ま
い
の
久
保
和
也
・
瑞
穗
夫
妻
が
所
有
す
る
約

１
０
０
０
㎡
の
山
林
は
、
市
場
へ
の
出
荷
に
向

け
て
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
収
穫
は
手
作
業

で
、
１
本
ず
つ
丁
寧
に
実
の
付
き
具
合
を
確
認

し
な
が
ら
、
余
分
な
葉
や
枝
を
落
と
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

新
年
ま
で
あ
と
少
し
。
お
正
月
は
、
縁
起
の

良
い
も
の
を
飾
っ
て
迎
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

上
場
小
学
校
は
、全
校
児
童
13
名
の
小
さ
な

学
校
で
す
。同
校
の
小
規
模
の
よ
さ
を
生
か
し

た
優
れ
た
教
育
活
動
が
評
価
さ
れ
、県
教
育
委

員
会
等
か
ら
へ
き
地
・
小
規
模
校
教
育
優
秀
校

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
相
互
に
学
び

合
う
授
業
、地
域
と
連
携
し
た
体
験
活
動
の
充

実
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

受
賞
式
に
は
、赤
崎
校
長（
写
真
右
３
番
目
）

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

宿
口
貞
美
さ
ん（
北
方
地
区
在
住
）が
、11
月

に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
、ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

宿
口
さ
ん
は
４
人
兄
弟
の
二
男
と
し
て
大
正

５
年
に
生
ま
れ
、農
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ

の
後
、妻
の
美
江
子
さ
ん
と
ご
結
婚
さ
れ
、５
人

の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は「
家
族
と
一
緒
に
食
事
を

す
る
こ
と
。孫
と
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と
。」で

あ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、さ
ら
に
長
寿
を
重

ね
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
や
公
益
財
団
法
人

か
ご
し
ま
み
ど
り
の
基
金
が
主

催
す
る
学
校
緑
化
・
学
校
林
等

活
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

幸
田
小
学
校
が
優
良
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。同
校
で
は
、四
季
の

花
を
花
壇
に
植
え
、児
童
と
と

も
に
緑
化
に
関
す
る
教
育
・
体

験
活
動
等
を
通
じ
て
組
織
的
な
環
境
緑
化
に
努

め
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、同

校
児
童
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、「
緑
の
少
年
団
」に
加
入

し
て
お
り
、自
然
を
愛
し
、豊
か
な
心
を
養
っ
て

い
ま
す
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題

　 姶
良
伊
佐
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
主
催

平
成
28
年
度
　「
税
に
関
す
る
作
品
」
表
彰

■
習
字
の
部
（
小
学
校
の
部
）

○
加
治
木
税
務
署
長
賞

中ち
ゅ
う
ま
ん
馬　

莉り

ら来
さ
ん
（
栗
野
小
５
年
）

○
入　

選

○
入　

選

■
習
字
の
部
（
中
学
校
の
部
）

○
入　

選

桐野　美咲さん
（栗野小６年）

大倉野　翔さん
（栗野小６年）

水窪　桃那さん
（栗野中１年）
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短
　
　
歌

子
守
歌
盆
か
ら
先
は
居
ら
ん
ど
と
盆
に
逝
き
た
る
二
人
見
送
く
る　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

小
春
日
に
添
木
支
へ
て
黒
松
は
緑
の
増
せ
り
松
笠
落
と
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

死
に
絶
へ
て
人
気
の
失
せ
し
我
が
生
家
祖
先
代
々
の
見
え
ぬ
足
跡　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

錦
鯉
放
し
餌
や
り
と
朝
夕
に
励
む
主
さ
ん
に
声
援
お
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

月
夜
見
の
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
と
人
呼
べ
ば
厚
き
帳
に
隠
れ
た
ま
ひ
ぬ　
　
　
　
　

原
口　

信
子

紅
葉
が
り
山
へ
登
れ
ば
時
雨
す
ぎ
干
草
を
焼
く
香
り
た
だ
よ
う　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

今
ど
き
の
小
さ
な
顎
の
子
達
に
は
う
ん
べ
の
種
の
多
く
は
な
い
か　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

高
令
と
な
り
て
キ
ャ
タ
ツ
に
す
く
む
足
孫
の
婿
殿
頼
り
に
し
て
ま
す　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

台
風
も
事
な
く
過
ぎ
て
一
安
心
老
も
働
く
洗
濯
日
和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

静
か
な
る
刈
田
に
影
ひ
く
か
け
干
し
に
陽
は
か
げ
り
ゆ
き
冷
気
ひ
ろ
が
る　
　
　

坂
元　

美
子

久
々
に
友
へ
の
手
紙
書
き
初
む
秋
冷
の
候
で
ペ
ン
は
止
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

丸
ま
り
て
ひ
ざ
頭
抱
く
晩
秋
の
に
わ
か
の
冷
え
に
ひ
と
と
き
の
夜
を　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

冷
ん
や
り
と
金き
ん
も
く
せ
い

木
犀
の
香
る
な
か
風
に
な
り
た
る
あ
な
た
恋
し
き　
　
　
　
　
　

木
場　

千
恵

う
っ
す
ら
と
山
陰
見
え
る
は
目
に
や
さ
し
少
し
ば
か
り
の
闇
も
又
よ
し　
　
　
　

笹
田
て
い
子

老
妻
を
事
故
に
失
い
三
年
過
ぐ　

兄
の
歌
に
は
共
に
居
る
義あ

ね姉　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

県
基
幹
見
学
で
視
野
も
豊
か
に
雄
姿
桜
島
胸
に
き
ざ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

　
川
　
　
柳

か
み
合
ぬ
話
を
交
わ
す
散
歩
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

ビ
ジ
ョ
ン
の
な
い
己
の
坂
は
ま
だ
続
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
園
ふ
く
え

晩
秋
の
う
れ
柿
つ
つ
く
鳥
の
群
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
堀　

松
枝

コ
ン
サ
ー
ト
場
内
熱
気
酔
わ
さ
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

生
き
て
い
る
こ
の
幸
せ
に
感
謝
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

杖
軽
く
金
木
犀
の
香
を
辿
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

冬
立
ち
ぬ
冷
め
た
る
昼
餉
爪
の
ひ
び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

一
行
に
遅
れ
を
と
り
て
煙
茸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

年
金
日　

出だ
し
め費
が
増
え
っ
心せ

わ配
な
繰く

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
残
っ
た
枠ひ

こ内
で
遣や

っ繰
じ
っ
も
ん
そ

痛
か
ど
ん
使つ
こ

え
ば
治
い
五
十
肩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
一ひ

し

て
日
中
笑
顔
で
働は
た

れ
た
Ｇホ

ー

ム

．
Ｈ
．

家け
ね
じ
ゅ

族
中
し
っ
油ア
マ
メ虫
が
居お

っ
ち
凄わ

ぜ
大う

そ

ど
騒
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
冬ふ

い期
の
鈍の

れ
奴と

を
薄ス
ス

っ
で
追う

で出
っ

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中央公民館作品展示の案内

栗 野 栗野書道教室 12月12日～１月10日

吉 松 湧水水墨画教室 12月12日～１月10日

活動内容
　絵手紙は，自分で描きたい季節の花や身近にある動植物な
どを短時間に描けるのが魅力です。
　活動内容は，カラー刷りの手本と描き方の順番を書いた資
料に基づいて学習します。
　絵を描くことは難しいですが，送りたい人の気持ちを思い
浮かべながら，最後に心温まる言葉を一筆添えて仕上げます。
　体験を希望される方はいつでもご相談ください。

絵手紙教室

開 催 日　毎月第３木曜日
開催時間　１３時３０分～１５時３０分
開催場所　栗野中央公民館
連 絡 先　栗野中央公民館　℡ ７４ - ４３１３
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子
ど
も
の
権
利
は
大
人
が
守
る
！

　

い
じ
め
や
体
罰
を
理
由
に
児
童
・
生
徒
が
自

殺
、親
の
育
児
放
棄
で
乳
幼
児
が
衰
弱
死
・
・
・

子
ど
も
が
被
害
者
で
あ
る
報
道
の
一
部
で
す

が
、こ
の
よ
う
に
痛
ま
し
い
事
案
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。子
ど
も
も
一
人
の
人
間
と
し
て
、最
大

限
に
尊
重
さ
れ
、守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

一
般
的
に
考
え
る
と
子
ど
も
は
両
親
に
育
て

ら
れ
て
い
て
、親
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
ま

す
。し
か
し
、進
学
等
の
理
由
な
ど
で
寮
に
入
っ

て
い
る
子
、父
母
の
離
婚
に
よ
り
母（
父
）子
家

庭
や
祖
父
母
等
と
生
活
を
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。保
護
者
は
、子
ど
も
を
大
き
く
す
る
間
、何

一
つ
迷
う
こ
と
な
く
子
ど
も
と
接
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
い
う
保
護
者
は
一
人
も
い
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

迷
い
な
が
ら
、間
違
え
な
が
ら
で
も
子
育
て

を
し
、保
護
者
も
同
時
に
成
長
し
て
い
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。で
も
子
ど
も
は
親
の
所
有
物

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
人
の
人
格
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、「
し
つ
け
と
称
す
る
体
罰
や
子
育
て

の
放
棄
」と
い
っ
た
事
例
が
数
多
く
聞
か
れ
、暴

力
や
食
事
を
与
え
ず
に
子
ど
も
が
死
亡
し
た
時

な
ど
は
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
大
き
く
報
道
さ

れ
ま
す
が
、本
当
に
悲
し
い
出
来
事
だ
と
思
い

ま
す
。す
べ
て
の
子
ど
も
が
幸
せ
に
育
つ
た
め
、

家
庭
や
地
域
社
会
で
手
を
取
り
合
っ
て
温
か
く

見
守
り
、虐
待
・
自
殺
・
非
行
な
ど
の
事
件
・
事
故

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
た
ち
は
、神
様
の
い
ち
ば
ん
美
し
い
贈

り
物
で
す
。望
ま
れ
よ
う
と
望
ま
れ
ま
い
と
、子

ど
も
た
ち
は
、一
人
ひ
と
り
生
ま
れ
て
く
る
権

利
を
持
っ
て
い
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
）

人  権

ひろば

Vol. ２

○子ども・家庭１１０番
　しつけ，子育てに関する不安や、非行・
いじめ・不登校などの悩み等に関する相
談を電話で受け付けています。
電話 099 ー 257 ー 4152
平日午前９時～午後１０時

○かごしま子ども・若者総合相談センター
　不登校，ひきこもり・ニート・フリーター
など自立や社会参加に困難を抱えている
子ども・若者に関する総合相談窓口
電話 099 ー 257 ー 8230
火～日曜日午前１０時～午後７時

発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第189回 「コルクを使って動物を作ろう」
　ワインで用いられるコルクと，針金，ビーズなどを用いて，小さな動物を作りま
す。お手軽に，かわいらしい動物を作ってみませんか？（コルクは新品を用います）
日　時／平成28年12月17日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島市立鹿児島女子高等学校　美坂　康太郎　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

第190回 「身の回りの自然素材を大変身」
　身の回りにある落ち葉や木の実などの形を生かして，今までに見たこ
とのない不思議な生き物を作ってみませんか？
日　時／平成29年１月21日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島大学教育学部附属小学校　奥　俊明　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

平成 28 年 11 月（第 188 回）
の発見楽しみ工房の制作風景
　鹿児島県立南薩養護学校の德田景先生
と一緒に，柔らかな雨のような音がする
民族楽器を作りました。

9:00 ～ 17:00

【お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945



　
　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
６
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
愛
知
県
・
三
重
県

第
２
位　

早
稲
田
大
学　

５
時
間
16
分
11
秒

【
第
４
区
：
14
・
０
㎞
】

　

区
間
１
位　

永
山　

博
基　

40
分
37
秒

　
　
　
　
　
　

（
２
年
：
北
方
地
区
）

　　
　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
13
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

▼
小
学
生
低
学
年
男
子
組
手
の
部

　

第
２
位　
　

聖
武
館
湯
之
尾

　
　
　
　
　
　

池
田　

圭
孝
（
栗
野
小
２
年
）

▼
小
学
生
高
学
年
形
の
部

　

ベ
ス
ト
８　

聖
武
館
湯
之
尾

　
　
　
　
　
　

柿
木　

史
翔
（
吉
松
小
３
年
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
７
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
吉
松
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
個
人
】
※
町
内
入
賞
者
の
み
掲
載

　

第
１
位　
　

橋
口　

勉　
　

29
打

　

第
３
位　
　

鈴
木
紀
代
春　

30
打

　

第
６
位　
　

中
村　

重
内　

31
打

　

第
７
位　
　

岩
本　

保
男　

32
打

　

第
９
位　
　

今
村　

常
志　

33
打

第
48
回
全
日
本
大
学
駅
伝

第
50
回
全
空
連
鹿
児
島
県

空
手
道
選
手
権
大
会
（
団
体
戦
）

湧
水
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
親
善
交
流
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
を
吉
松
庁

舎
生
涯
学
習
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
広
報
紙
面
に
て
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
７
５

－

２
１
４
２

　
　
（
内
線
３
２
１
３
）

第
12
回
勝
栗
旗
豊
祭
剣

道
大
会

　

11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
、

県
内
外
の
70
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

第
10
回
幸
田
旗
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

11
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、

県
内
の
25
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

吉
松
つ
つ
は
の
旗
中
学

校
野
球
大
会

　

12
月
３
・
４
日
に
開
催
さ

れ
、
県
内
外
の
16
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。（
４
日
は
、
雨
の

た
め
順
延
。）

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
主
催
す
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

湧
水
で
熱
戦
！

第
35
回
南
日
本
中
学
生
　
　

　
英
語
弁
論
大
会

　
　
　
最
優
秀
賞
に
輝
く

　
　

南
日
本
新
聞
社
が
主
催
す
る

第
35
回
南
日
本
中
学
生
英
語
弁

論
大
会
が
11
月
３
日
に
鹿
児
島

市
で
開
催
さ
れ
、
栗
野
中
学
校

３
年
の
田
底
真
依
さ
ん
（
轟
地

区
在
住
）
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

一
次
審
査
を
通
過
し
た
県
内

の
中
学
生
18
名
が
参
加
し
て

「
私
の
さ
さ
や
か
な
自
慢
」
を

そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、
田
底
さ
ん

は
、
「
家
族
」
に
つ
い
て
、
日

頃
の
学
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

表
情
豊
か
で
素
晴
ら
し
い
ス
ピ

ー
チ
を
発
表
し
ま
し
た
。

栗野中３年
田底　真依
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●年末・年始のごみ出しは計画的に● 湧
水
町
衛
生
普
及
会
だ
よ
り 

年末・年始のごみ収集計画は次のとおりです。
年末になると各施設では，ごみを搬入される方で大変混み合うため，計画的に早めの搬入に
ご協力をお願いいたします。

ごみを出す際は , 再度『家庭ごみの分け方・出し方』にて確認し，　　
正しいごみの出し方にご協力をお願いいたします。

 ●違反ごみの状況について
　各ごみステーション（収集所）に出される可燃ごみや
資源ごみについては出し方や分け方が間違っていると収
集されずに，違反内容が記載されたシールを貼られ，そ
のままごみステーシ ョンに残されることになります。 　　　
　そのような違反ごみの中から特に多く見受けられるも
のが『指定袋外の袋（レジ袋等）』で出されたごみです。
町の指定袋は「このごみは 湧水町住民の出したごみであ
る。」ということを証明するものです。必ず町の指定袋を
使ってごみを出しましょう。

　不燃・資源・有害・粗大ごみの直接搬入ができ
ます。ただし，可燃ごみは搬入できません。
年末  １２月３０日（金）まで，
年始  　１月   4 日（水）から
・住所　湧水町木場３３０１番地１
　　　  ℡　０９９５- ５４- １２００
・年末年始休館日
　　　　　　１２月３１日（土）～１月３日（火）
・休館日　 　毎週日曜日
・搬入時間　８：３０～１６：３０
・手数料　 　無料
　※処理困難物等については別途処理費用がかかります。

　可燃・不燃・資源・有害・粗大ごみの搬入がで
きます。
年末  １２月３０日（金）まで，
年始  　１月   ４日（水）から
・住所　伊佐市菱刈南浦８８０番地５６
　　　  ℡　０９９５- ２４- １５００
・年末年始休館日１２月３１日（土）～１月３日（火）
・休館日　　毎週土曜日
・搬入時間　８：３０～１６：３０
・手数料　   ３０㎏以上は有料  10㎏ごと８０円
※処理困難物等については別途処理費用がかかります。

【注意】12月30日は大変込み合うことが予測されますの
　　　で早めの搬入にご協力下さい。

年末最終収集日
１２月 29 日（木）

年始の収集開始日
１月 5 日（木）

※１月２日㈪の収集はありません。

年始の資源ごみ収集日
１月　６日(金）川西地区
１月１０日（火）上場・老竹・長谷・
　　　　　　　東中下場・西下場地区
１月１３日（金）川東地区
１月１７日（火）北方・轟・幸田・米永地区

【三州リサイクルセンター】

【可燃ごみ】 【資源ごみ】

【伊佐北姶良環境管理組合（未来館）】

レジ袋で出された違反ごみ
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国
保
だ
よ
り

問い合わせ先 栗野保健センター　　　TEL：７４－３１２０

　脂質異常症とは，血中の脂質（中性
脂肪やコレステロール）の量が異常
な状態のことをいいます。

　血液中のコレステロールが多いほど，心臓病が起こりやすくなるといわれています。　　
皆さんの血管はどのような状況でしょうか。コレステロールが血管壁にこびりついて，血管がかた
くなっていませんか？
　今回は脂質異常症を防ぐための脂（あぶら）のとり方についてお知らせします。

　あぶらの種類によって，血液中の脂質等への影響は異なります。とくに LDL コレステロールや中性脂肪
の数値が高い人，動脈硬化の進行を指摘されている人は，あぶらの種類を意識しましょう。

肉の脂身と性質の同じあぶらはどれ？
　肉の脂身に多い飽和脂肪酸をとり過ぎると，血液中の

LDL（悪玉）コレステロールが増加します。
A ～ D のうち，肉の脂身と性質の同じあぶらはどれでしょう

ヒント・・・答えは一つではありません。

脂　質
が気になる方へ

あぶらの種類に注目しよう！

A B C D
デニッシュパン アジフライ

ヨーグルト ポテトチップス

動物性食品に多く含まれ，常温で固体のあぶら

飽和脂肪酸
　血液中の LDL コレステロールを増やし，血液に
粘度を出して心疾患のリスクを高めます。
　菓子パンの中でもデニッシュ生地のものはバ
ターが多く飽和脂肪酸が多い傾向にあります。

≪こんな食品に注意！≫
　肉類の脂身，バター，ラード，生クリーム，
　チーズ他乳製品，チョコレート，ケーキなど
★気をつけたいポイント★
　・脂身の多いベーコンなどの肉の加工品は控える
　・外食で見える脂身は残す
　・牛乳やヨーグルトは低脂肪のものを選ぶ

植物油や魚・大豆のあぶらなど、常温で液体のあぶら　不飽和脂肪酸（とってほしいあぶら）
　血液中の余分な中性脂肪やコレステロールを減らし，血液をサラサラにして血栓を防ぎます。
飽和脂肪酸や，トランス脂肪酸をとる機会が多い人は，それらを控えると同時に，不飽和脂肪酸の摂取量を増
やしましょう。

主に加工食品に用いられるあぶら

トランス脂肪酸
　LDL コレステロールを増やし，HDL（善玉）コ
レステロールを減らし，飽和脂肪酸以上に心疾患の
リスクを高めることがわかっています。

≪こんな食品に注意！≫
　マーガリン，ショートニング，パーム油，
　ファットスプレッド
★気をつけたいポイント★
　・菓子パンはトランス脂肪酸が多いので、高頻度
　　で食事代わりに食べるのは避ける
　・加工食品を選ぶときは
　　　原材料表示を確認する

Cは肉の脂身と性質の異なる不飽和脂肪酸が多い食品です。
AとDにはトランス脂肪酸も多く含まれています。

クイズの答え
A・B・D
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開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　　　　
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３）　　
問合せ先：７４－１８２１

くりの図書館に来てね！

遊びにおいでよ！
　ぼくとわたしのおはなしの時間

　吉松地区では，読み聞かせサークル「とまと」
によるおはなし会を開催しています。読み聞か
せや，手遊び，わらべうたなど楽しい時間です。
ぜひ遊びに来てください。
会場：よしまつふれあいの家（吉松幼稚園近く）
時間：午後３時～午後３時半
※奇数月のいずれかの木曜日に１回開催します。
　毎回広報や防災無線でお知らせします。

図書館のシステムが
新しくなりました！

特別休館中はご迷惑おかけしました

　図書館のシステム更新を行いました。館内検索機の画面
が，見やすく，分かりやすくなり，みなさんが本を探しや
すくなっています。また，ほかの図書館から本を取り寄せ
たり，新しく本などを購入したりするときも，職員の処理
がしやすくなったことで，サービスの向上につながるよう
なシステムになっています。
　インターネットで，図書館の本などを検索するページも
新しくなり，また，図書館の本が貸出中かどうかも確認で
きるようになりました。ご自宅や職場などから，読みたい
本や，調べものに必要な本を探すときは，ぜひ，ご活用く
ださい。

　11 月 12 日，絵本「しごとば」
シリーズなどで，小学生を中心
に人気の鈴木のりたけさんをお
招きし，町民ホールで講演会を
行いました。様々な仕事現場を
取材した話や，絵を描くときの
工夫や想いなど，創作秘話をた
くさん話してくださいました。

　絵描き歌やクイズのコーナーもあ
り，大変楽しい講演会でした。約
70 名の参加者の方は大人も子ども
も笑顔で聞き入っていました。

絵本作家　鈴木のりたけさん

がやってきた！

【蔵書検索用 QR コード】
←スマートフォン用

携帯電話用→

↑サイン会。一人ひとりイラストも

描いてもらいました！

←新幹線の絵描き

歌に合わせて，一

生懸命，描いてい

る小学生たち

↑新幹線の運転手だった鈴木さん。制
服姿での登場に歓声が！

新刊のご紹介
○暮らしに役立つ本

　無印良品でつくる心地よいキッチン
　著 / すはらひろこ　出版 / エクスナレッジ

　実践・快老生活　　　
　著 / 渡部昇一　出版 /PHP 研究所

　20 代から読んでおきたい
　「お金のトリセツ」！　
　著 / 山崎俊輔　出版 / 日経新聞出版社

○仕事に役立つ本
　ぜんぶやさしいエクセル　
　出版 / 学研

○その他　話題の本
　桜島昭和噴火　
　著 / 橋村健一　出版 / かわち印刷

　ハリー・ポッターと呪いの子
　（第一部・第二部）
　著 /J.K. ローリング　出版 / 静山社 

毎週金曜日に約 90 冊の新刊が入ります！

11 月分
（一部）
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感謝祭と冬入り
　みなさん，こんにちは。最近は段々気温が下がってきて寒いですね。暖か
い南カリフォルニア州から来た私にとっては，寒さがいい気分転換になり
ます。町内の学校は，めっきりクリスマス気分になっています。私は，みなさ
んと楽しいクリスマスを過ごすのを楽しみにしています。しかし，アメリカ
では，クリスマス前の11月下旬に感謝祭を祝いますので，今回はその話をしたいと思います。
　感謝祭は，元々秋の収穫を祝う祭りで，農家のみなさんの努力と豊作に恵まれた幸運を感謝する日でし
た。今の感謝祭は，一年の出来事を振り返り感謝します。多くの人は，家族や親戚で集まり，ご馳走して祝
います。一日中料理と食事ばかりして過ごしてもおかしくありません。近年は感謝祭にパレードやフット
ボールの試合が行われ，定番の行事になっています。感謝祭は，冬の「休暇シーズン」の始まりを知らせる日
でもあります。
　感謝祭の伝統は，家庭によって違います。例えば，食事前の乾杯のスピーチ，毎年感謝祭に見る映画や家
族に伝わる秘密の料理レシピなどがあります。私は今年，感謝祭に家族揃ってゴムボートに乗り込み，ター
キー（七面鳥）のサンドウィッチ，クランベリーソース，マッシュポテト，かぼちゃパイやサイダーをいっぱ
いピクニック袋に詰めて，海でランチを食べました。私が育った沖縄は，11月になっても海がまだ気持ちよ
く泳げるほど温かいので，お気に入りの浜辺まで行って食べたり遊んだりしました。
　アメリカの休暇シーズンは，感謝祭で始まり正月で終わります。今年は，友達と学校の教え子と一緒に楽
しいクリスマスを過ごし，新年を祝うことを楽しみにしています。私の家には大きなクリスマスツリーは
ありませんが，アメリカでは，独身の人や狭い家に住んでいる人が，クリスマスツリーの代わりに，小さい
ローズマリーを家の中で育てています。ローズマリーをクリスマスツリーのように飾って，その下にプレ
ゼントを置きます。また，クリスマスが終わってからローズマリーの葉っぱを料理で使うこともできます。
　みなさん，楽しいクリスマスと年末年始をお過ごしください。また，新年に会いましょう。

トマスの湧水記

　湧水町の高原フェスタは，チェンソーアート大会と彫刻造形展で知られていま
すが，他にも来場者が楽しめる体験コーナーが盛りだくさんです。その中の一つ
が，毎年出展している「国際交流ブース」で，今回はその活動を紹介したいと思いま
す。
　私が国際交流員として湧水町に赴任してからの国際交流ブースは，２つのコー
ナーで成り立っています。1つ目は毎年違う国を紹介する「国際交流コーナー」で
す。内容は，その国の代表的な食品の試食体験や手芸の体験を設けており，地理や歴史を紹介する各種の展示物
を出しています。毎年湧水町内だけでなく，鹿児島市や県外から来場されたたくさんの方がブースの体験活動に
参加し，それを通して外国の文化や習慣に触れていただけるのはとても嬉しいことです。企画をする側の私も，
他国のことを学ぶ貴重なチャンスと考えています。今年のコーナーでは，湧水町ALTのトマス・マッカボイ先生
に協力をしていただき，彼の母国であるアメリカについて紹介しました。アメリカの先住民族と開拓者の帽子作
りを通してアメリカが未開地だった時代にさかのぼる秋の祭り「感謝祭」の文化に触れる体験と，各地域の名所
と郷土料理を学べる展示を設けました。特に感謝祭についてほとんど知識がなかった私にとって，非常に勉強に
なった経験でした。やはりコーナーの内容をインターネットだけで調べると，大事な情報を見落としたり間違え
たりする可能性があるので，紹介する国の出身者に協力していただくのは心強いと思いました。
　２つ目の「JICAコーナー」は海外青年協力隊（JICA）の協力をいただいています。JICAのコーナーでは，OB・
OGが発展途上国で教育や衛生を支えるメンバーの活動を紹介し，それに関連している文化体験を設けていま
す。今年の活動紹介は，ブラジルの日系人に対する日本語・日本文化教育支援に迫り，日本人がブラジルに渡っ
た経緯から今の生活状況まで，あちらの様子を丁寧に説明するポスターがたくさんありました。これもまた私に
とって知らない世界だったので，色々なことが学べました。ブラジルコーヒーの試飲と国旗のフェイスペイント
もあり，子どもも大人も楽しんでいた様子でした。
　来年の高原フェスタでもきっと面白い内容を用意しているので，ぜひ国際交流ブースへ足をお運びください。

ジョシュア・リオンの国際交流日記

高原フェスタ国際交流ブースについて

国際交流ブースの
アメリカ感謝祭帽子作り体験
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　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

年
末
年
始
の
「
交
通
事
故
防
止

運
動
」・「
地
域
安
全
運
動
」
に

つ
い
て

【
交
通
事
故
防
止
運
動
】

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
。「
原
則

上
向
き
ラ
イ
ト
点
灯
」を
徹
底
し
て
、

夜
間
の
交
通
事
故
を
防
止
し
、
年
末

年
始
を
無
事
故
で
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

▼
運
動
期
間

　

12
月
10
日
（
土
）
～

　
　

平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
年
末
年
始 

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で 

事
故
防
止
」

▼
運
動
の
重
点

○
早
朝
、
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
お
け

る
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

【
地
域
安
全
運
動
】

　

県
、
県
警
、
事
業
者
な
ど
関
係
機

関
・
団
体
で
構
成
す
る
「
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

会
議
」
で
は
、
地
域
安
全
運
動
を
展

開
し
ま
す
。

　

県
民
の
み
な
さ
ん
、
力
を
合
わ
せ

て
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
！

▼
運
動
期
間

　

12
月
10
日
（
土
）
～

　
　

平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

▼
運
動
の
重
点

○
県
民
の
身
近
で
発
生
す
る
犯
罪
被

害
の
防
止

○
「
う
そ
電
話
詐
欺
（
特
殊
詐
欺
）」

被
害
の
防
止

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
生
活
・
文
化
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
５
２
３

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

で
す

　

地
球
温
暖
化
は
、
私
た
ち
の
生
活

の
中
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
等

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
が
原
因
と

い
わ
れ
て
お
り
、
近
年
、
そ
の
影
響

と
思
わ
れ
る
異
常
気
象
の
増
加
や
農

作
物
の
品
質
低
下
等
が
既
に
現
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
あ
る
12

月
に
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
身
近

な
エ
コ
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
毎
月
５
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
。

12
月
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
に
や
さ
し

い
住
ま
い
方
（
節
電
）」
で
す
。
家

電
製
品
を
上
手
に
使
い
な
が
ら
、
節

電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
を
20
℃
以
下
に
し
て
厚
着
を

す
る
。

○
こ
ま
め
な
消
灯
を
心
が
け
、
使
わ

な
い
電
化
製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜

く
。

○
電
気
を
使
用
す
る
際
は
、
時
間
帯

が
重
な
ら
な
い
よ
う
調
整
す
る
。

▼
問
合
せ
先

　

県
地
球
温
暖
化
対
策
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
５
８
６

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　

平
成
32
年
に
第
75
回
国
民
体
育
大

会
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
年
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
か
ご
し
ま
国
体
は
、
国
民
の
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が
一
層
の
高

ま
り
を
見
せ
る
中
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

第
75
回
国
民
体
育
大
会
鹿
児
島
県

準
備
委
員
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
、
か
ご
し
ま
国
体
の
開

催
に
向
け
た
取
組
み
や
市
町
村
、
競

技
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
昭
和

47
年
の
第
27
回
国
民
体
育
大
会
「
太

陽
国
体
」
の
思
い
出
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kagoshim
akokutai2020.

jp/▼
問
合
せ
先
　

　

第
75
回
国
民
体
育
大
会
鹿
児
島
県

準
備
委
員
会
事
務
局
（
県
庁
国
体
準

備
課
内
）　

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
８
６
５

第
36
回
か
ら
い
も
交
流
・
春
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
に
つ

い
て

　

日
本
の
大
学
に
い
る
外
国
留
学
生

を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
受
入
期
間

　

平
成
29
年
３
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
26
日（
日
）

▼
申
込
締
切

　

平
成
29
年
１
月
20
日
（
金
）
ま
で

▼
問
合
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流　

霧

島
ブ
ロ
ッ
ク
担
当

　

☎
０
９
０

－

１
９
２
６

－

８
３
８
０

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
の

入
校
生
募
集
に
つ
い
て
（
Ｃ
日

程
）

　

平
成
29
年
度
の
一
般
入
校
者
を
募

集
し
ま
す
。
寄
宿
舎
も
完
備
さ
れ
、

遠
隔
地
か
ら
の
入
校
も
可
能
で
す
。

訓
練
手
当
等
を
受
給
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、離
転
職
者
の
方
は
、

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
科
目

　

電
気
設
備
科　

定
員
20
名

　
（
訓
練
期
間
２
年
）

▼
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
見
込
者
を
含

む
）、
若
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▼
願
書
受
付
締
切
日

　

平
成
29
年
１
月
13
日
（
金
）
ま
で

▼
試
験
日

　

平
成
29
年
１
月
27
日
（
金
）

▼
試
験
科
目

　

筆
記
試
験
・
面
接

▼
試
験
会
場
・
問
合
せ
先

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　
（
鹿
屋
市
川
西
３
４
８
２
）

　

☎
０
９
９
４

－

４
４

－

８
６
７
４

Infomation



広報 ゆうすい　22

12/16 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

１/ １ 日 　　　　休館日

12/17 土 １/ ２ 月 　　休館日

12/18 日 　　おはなしの森　10：30 ～　
　　おはなしコーナー １/ ３ 火 　　休館日

12/19 月

　　　　休館日
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

１/ ４ 水

12/20 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

１/ ５ 木

12/21 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） １/ ６ 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

12/22 木
　　休館（館内整理日）
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
１/ ７ 土

12/23 金 　　休館日
資源ごみ収集日（川東地区） １/ ８ 日

12/24 土 １/9 月 　　休館日

12/25 日 １/10 火

　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴で
きます。（一部非公開の場合もあります。） 
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

12/26 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約
資源ごみ収集日（川西地区）

１/11 水 　　母子相談（受付14：00 ～ 14：30）※時間厳守

12/27 火 資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場
地区） １/12 木

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30 ～ 11：00）

　　げんき湧くわく教室
（9：00 ～ 11：00　受付8：45 ～）

12/28 水 １/13 金 資源ごみ収集日（川東地区）

12/29 木 　　休館日 １/14 土

12/30 金 　　休館日 １/15 日 　　おはなしの森　10：30 ～　
　　おはなしコーナー

12/31 土 　　休館日 １/16 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

吉中公

催し物
コーナー

la-muse（ら．もぜ）教室作品展　
　　　　　　　　　　　　（12月17日～１月５日）
田中姉弟展
　　　　　　　　　　　　（１月７日～１月26日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
１２/ ３０～１/ ３は，上記の時
間内で診療する予定です。
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

１２月１８日（日）
　伊東内科クリニック　72 － 9088
１２月２３日（金）
　田代医院　　　　　　74 － 2075
１２月２５日（日）
　ひらしまクリニック　74 － 2800
１２月２９日（木）
　八反田内科　　　　　43 － 0606
１２月３０日（金）
　前田医院　　　　　　74 － 5001
１２月３１日（土）
　大庭医院　　　　　　76 － 1984

１月１日（日）
　吉松温泉医院　　　　75 － 3311
１月２日（月）
　霧島桜ヶ丘病院　　　78 － 3135
１月３日（火）
　林内科　　　　　　　72 － 1818
１月８日（日）
　春田医院　　　　　　76 － 0053
１月９日（月）
　林内科医院　　　　　75 － 2047
１月１５日（日）
　伊東内科クリニック　72 － 9088

日曜・祝日在宅医（薬局）（12・１月）

11
月
1
日
（
火
）

・
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

11
月
2
日
（
水
）

・
農
業
者
年
金
受
給
者
会
栗
野
支
部
研

修
11
月
4
日
（
金
）

・
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

11
月
5
日
（
土
）

・
勝
栗
旗
豊
祭
剣
道
大
会

・
高
原
フ
ェ
ス
タ
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

全
国
大
会
2
0
1
6
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ

11
月
5
日
（
土
）
～
6
日
（
日
）

・
高
原
フ
ェ
ス
タ

11
月
6
日
（
日
）

・
長
谷
地
区
大
運
動
会

・
小
屋
敷
自
治
会
村
づ
く
り
運
動
会

・
霧
島
連
山
夏
山
閉
山
式

11
月
7
日
（
月
）

・
豊
祭
相
撲
保
存
会
総
会

11
月
8
日
（
火
）

・
環
霧
島
会
議

・
第
8
師
団
長
の
第
24
普
通
科
連
隊
初

年
視
察
受
け
に
伴
う
懇
親
会

11
月
9
日
（
水
）

・
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
反
省
会

11
月
10
日
（
木
）

・
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
鶴
丸
棒
踊
り
練
習
激
励

11
月
11
日
（
金
）

・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
北
方
地
区
）
完
成

神
事

11
月
12
日
（
土
）

・
町
秋
ま
つ
り
文
化
祭
開
場
セ
レ
モ

ニ
ー

・
町
舞
台
芸
能
祭

11
月
13
日
（
日
）

・
町
秋
ま
つ
り
文
化
祭

・
町
消
防
団
秋
季
訓
練

11
月
15
日
（
火
）

・
全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
中
央
要
望

会
11
月
16
日
（
水
）

・
九
州
地
方
国
道
整
備
促
進
総
決
起
大

会
・
全
国
町
村
長
大
会

11
月
17
日
（
木
）

・
全
国
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
理
事

会
及
び
総
会

11
月
18
日
（
金
）

・
ひ
と
り
金
婚
者
の
集
い

・
米
永
百
姓
の
舞
並
び
に
別
府
棒
踊
り

練
習
激
励

11
月
19
日
（
土
）

・
町
人
権
啓
発
推
進
会
議
現
地
研
修
会

・
箱
崎
八
幡
神
社
「
神
舞
」
奉
納

11
月
20
日
（
日
）

・
田
の
神
さ
ぁ
の
里
産
業
文
化
祭

11
月
21
日
（
月
）

・
く
り
の
物
産
館
振
興
会
全
体
研
修

11
月
22
日
（
火
）

・
下
場
土
地
区
画
整
理
事
業
評
価
員
会

・
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
霧
島

錦
江
湾
地
域
協
議
会

11
月
23
日
（
水
）

・
町
表
彰
式

・
町
秋
ま
つ
り
農
林
商
工
祭

11
月
24
日
（
木
）

・
町
行
政
改
革
改
革
推
進
協
議
会

11
月
25
日
（
金
）

・
姶
良
地
区
法
人
会
来
庁
対
応

・
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

・
ゆ
め
・
と
き
め
き
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
26
日
（
土
）

・
幸
田
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
湧
水
カ
ッ
プ
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

・
宿
口
貞
美
氏
1
0
0
歳
到
達
お
祝
い

11
月
28
日
（
月
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

11
月
29
日
（
火
）

・
町
和
牛
改
良
組
合
研
修
会

・
合
同
会
社
T
&
M
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る

太
陽
光
発
電
事
業
地
鎮
祭

・
九
州
防
衛
局
総
務
部
長
来
庁
対
応

・
町
人
権
同
和
教
育
推
進
協
議
会

・
農
家
民
泊
開
校
式
（
大
阪
市
立
都
島

工
業
高
校
）

・
栗
野
磨
欲
踊
り
発
足
会

11
月
30
日
（
水
）

・
議
会
本
会
議

・
姶
良
地
区
各
市
町
・
教
育
長
と
姶
良

地
区
医
師
会
と
の
協
議
会

町
長
動
静　
　
（
11
月
１
日
～
30
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

野ノ
シ
タ下　

琉ル

カ蘭　
　
　

 

仁
誠　
　

 

原
口
団
地

松マ
ツ
イ井　

大ヒ

ロ紘　
　
　

 

星
弥　
　

 

松
本

福フ
ク
シ
マ島　

健タ
ケ
ル　
　
　
　

 
元
康  

 

新
替
団
地

（
平
成
28
年
11
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
11
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
11
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

佃
の
圖
師
千
春
さ
ん
か
ら

（
ユ
リ
子
さ
ん
）
死
去

宮
前
の
大
浦
小
夜
子
さ
ん
か
ら

（
山
下
建
子
さ
ん
）
死
去

丸
池
タ
ウ
ン
の
村
上
節
子
さ
ん
か
ら

（
竹
﨑
ケ
サ
ユ
キ
さ
ん
）
死
去

永
野
の
永
野
敏
明
さ
ん
か
ら

（
ミ
ヤ
さ
ん
）
死
去

別
府
の
上
别
府
サ
チ
子
さ
ん
か
ら

（
忠
さ
ん
）
死
去

新
町
の
今
村
和
子
さ
ん
か
ら

（
明
良
さ
ん
）
死
去

四
ッ
枝
前
の
南
隼
人
さ
ん
か
ら

（
伸
一
郎
さ
ん
）
死
去

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

圖
師　

ユ
リ
子 

93
歳 

佃

山
下　

建
子 

87
歳 

山
下
東

西
原　

キ
ヨ
子 

81
歳 

竹
田
栗
野

竹
﨑　

ケ
サ
ユ
キ 

98
歳 

東
丸
池

橋
口　

ア
ツ
子 

82
歳 

老
谷
中

郡
山　

隆
治 

59
歳 

刑
務
所
官
舎

永
野　

ミ
ヤ 

99
歳 

永
野

伊
藤　

重
明 

82
歳 

陣
前

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,845人（   ー 2人）

  男      4,590人（   ー 2人）

  女      5,255人（  　  0人）

世帯数  4,885戸（  　  1戸）

　転入　　 24人
　転出　   16人
　出生　　   4人
　死亡　　 14人

平成28年11月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】




